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労働者を退職に追い込む代行業等の報道に関する会長声明 

 
全国社会保険労務士会連合会   
  会 長  大 西 健 造  

   
今般、一部の報道番組において、社会保険労務士が企業から依頼を受けて労

働者を退職に追い込むことを業としている旨報じられたが、この報道のとおり、

そのような行為を会員たる社会保険労務士が行ったとすれば、社会保険労務士

制度の趣旨に反し、社会保険労務士に対する国民の皆様からの信用を失墜させ

るものであり、到底容認できるものではない。 

 

そもそも社会保険労務士の制度は、「事業の健全な発達と労働者等の福祉の

向上」に貢献することを目的としており、社会保険労務士は日頃から企業の人

事労務管理の様々な場面で、労働者が安心していきいきと働ける職場づくりを

実践することが、企業の発展につながるという理念の下に業務を行っている。 

 

したがって、上記の報道のような社会保険労務士が実在するとすれば、これ

は社会保険労務士制度の趣旨・職責に反し、違法に労働者の権利を侵害するも

のであると言わざるを得ず、ひいては、全国４万人の社会保険労務士の信用を

失墜させるものに他ならないことから、厳正に対処しなければならない。 

 

 以上を踏まえ、今般の報道の内容の真偽に関わらず緊急に、労働者を退職に

追い込むことを業とするような社会保険労務士が現れることのないよう、都道

府県社会保険労務士会との連携を更に強化し、国民の皆様の信頼向上に努めて

まいる所存である。 

以上 


